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問題と目的
高度成長期以降、死の瞬開か医療現場に委
ねられ、匚病院死」が増加している。それに
より私達は死に立ち会う機会加減少し、死は
次第に意識から締め出されるようになった。
一方で、医療技術の進歩に伴った生命倫理に
関する問題も多様化し、個人の 匚いのち」の
捉え方や価値観が問われる状況になっている。
これらのことから現在、Death Education が
重要視されるようになった。
Death Education が必要とされる主な理由
として、アルフォンス・デーケン(1997) は
匚自分に与えられた死までの時間をどう生き
るか考える」ことを挙げている。生涯教育の
一つとして考えられるDeath Education にお
いて、本研究では特に大学生に対する実践が
必要ではないかと考える。
大学生はライフスタイルの大きな変化に伴
い、様々なストレスを受けることになる。そ
のことが大学生において自殺率が高くなる一
因になると考えられる。さらに、進学や就職、
結婚といったように今後の生き方を選択する
時期でもある。大学生が死についての概念を
形成することは、次世代の子ども達が死につ
いて語る場を整えることにも繋がると考えら
れる。このように、大学生にとって 自殺予
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防”“自分の人生を考える” “環境整備”と
いう観点からDeath Education が必要ではな
いかと考えた。 Death Education プログラム
は体系化されたものはなく、教育者によって
様々である。その中でも海老根（2008）は大
学生では知識型プログラムが増える傾向にあ
ることを言及し、実感型プログラムの必要性
を唱えている。　しかし、知識型プログラムと
実感型プログラムにどのような特徴があるの
か明確にされていない現状がある。
そこで本研究では、大学生を対象にDeath
EdｕｃａＵｏｎ プログラムを実施し、 ①大学生
が死について見つめ直し、死を考えることを
通じてよりよい生を考えるようになること、
②実感型プログラムと知識型プログラムを比
較し、それぞれの特徴の同異を検討すること
を目的とする。
方法
実験参加の同意を得た大学生53 名を実験群
（25名）、対照群（26名）、統制群（25名）に
無作為割付し、さらに各群を８名前後の複数
の小グループに分けて実験を実施した。実験
群では実験者が実験参加者に対して絵本の読
み聞かせを行い、感じたことをグループ内で
シェアリングするという実感型プログラムを
行い、対照群ではＤＶＤ教材を視聴し、自身
の感想を記述するという知識型プログラムを
行った。統制群は質問紙への回答のみとした。
全３回のプログラムの１回目と３回目におい
て全ての群で質問紙を実施し、さらに１ヶ月
後にフォローアップとして全ての群で質問紙
を実施した。質問紙にぱ 臨老式死生観尺度”
“Death Competency 尺度”“プログラムに
対するイメージ尺度”を用いた。
結果
本研究の結果、臨老式死生観尺度でぱ 死
後の世界観”尺度の得点が対照群で有意に低
下し、効果の持続が認められた(Fig.1) 。ま
た、 “死への恐怖・不安”尺度でＰｒeテストー
Post テスト間、ＰｒeテストーFollow ｕpテスト
間の得点の平均に有意な差が認められたこと
から、尺度得点が低下し、またその効果が持
続している可能性が示唆された(Fig.2) 。
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Fig. 1　死後の世界観
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Fig. 2　恐怖・不安
→ 一実験群
－こり 憚 群
…●‥ 統制群
Death Competency 尺度では、 “身近に起
こりうる死に対処する能力”尺度の得点が対
照群で有意に上昇し、効果の持続が認められ
た(Fig.3) 。また、 “死を意味あるものと認
める能力”尺度でＰｒeテストーPostテスト開、
Post テストーFollow ｕpテスト開の得点の平
均に有意な差が認められたことから、尺度得
点が上昇したものの、その効果は持続しなかっ
た可能性が示唆された(Fig.4) 。
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Fig. 3　身 近な死に対処する能力
→ 一実験群
ご 亅 俚 群
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Fig. 4　死を意味あると認める能力
-← 觴 群
－◇州 翳
…･叫憬 群
プ ロ グ ラ ム に 対 す る イ メ ー ジ 尺 度 で は 、
匚冷 た い 一暖 か い 」 匚不 安 一安 心 」 匚弱 い 一強 い 」
匚軽 々 し い 一重 々 し い 」 匚耐 え 難 い 一耐 え ら れ る 」
の項 目 にお い て そ れぞ れ有 意 差 が 認 め ら れ た。
ま た、 両 群 と も 匚苦 し い、 暗 い 、 悲 しい 、 沈
ん だ、 自 然 な 、 肯 定 的 」 と い う イ メ ー ジ をプ
ロ グ ラ ム か ら受 け た。
考察
本研究の結果、死について考えることは死
に対する恐怖・不安を軽減し、肯定的に死を
捉えるようになる可能性かおることが示唆さ
れた。しかし、死を考えることでよりよい生
を考えるようになるという結果は得られなかっ
た。このことから、よりよい生について考え
るためには、ただ死を考えるだけでは足りな
いことが考えられる。
本研究ではまた、一側面ではあるものの、
プログラムによって得られる教育効果にも違
いかおることが示唆された。そのため、より
よい生について考えるためには、プログラム
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によって違いのあるDeath Education プログ
ラムの特徴を把握し、目的に沿ったプログラ
ムを構成する必要があると考えられる。
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